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たけし

   （内線 331）
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　稔
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［田瀬ダム］水質保全設備（曝気装置
ば っ き そ う ち

）の
運転方法を対処

た い し ょ

運用
う ん よ う

（第
だ い

３段階
だ ん か い

）へ移行しました
　田瀬ダムでは、平成１１年頃よりダム湖に「アオコ」が見られるようになり、その抑制のため、平成１９
年から「散気式曝気装置（水中に空気を送り湖の水を循環させる装置）」を設置し、アオコ対策を行っ
ています。
　

　　今年も６月１日より曝気装置の運用を開始し湖面監視を行っておりましたが、８月２９日の湖面巡視
により、ダム湖の広範囲でアオコが確認されました。これは、今シーズンの気温及び日射量が平年よ
り著しく高い状態で推移し、アオコが発生しやすい気象条件が続いたことが原因と考えられます。

　このため、８月３０日から、より攪拌効果を高める対処運用（第３段階）に移行しました。
　

　今後も引き続き水質保全に努めて参ります。

■水質保全設備（曝気装置）の運用計画

　１．運転期間：　令和５年６月１日（木）１０時～１０月３１日（火）【予定】

　２．運転方法：　アオコ発生状況に応じて曝気装置の稼働方法を変更

　３．監視体制：　段階に応じ監視体制を強化
　

   ４．湖面状況：　ダムサイト状況（令和5年8月30日）

　

（代表ＴＥＬ：019-643-7831）

曝気装置位置図

田瀬ダム
１号曝気装置

４号曝気装置

２号曝気装置

３号曝気装置
田瀬大橋白金橋

出典：地理院地図に

曝気装置設置箇所等を

追記して掲載

１号曝気 ４号曝気 ２号曝気 ３号曝気

第１段階 アオコ予防運用 アオコ発芽前 4 4.5 4 1.5 ６月１日より運用開始

第２段階 アオコ抑制運用 アオコ発芽～増殖前 5 5 4 0 ８月２日より移行

第３段階 アオコ対処運用 アオコ増殖後 7 7 0 0 ８月３０日より移行

貯水池の状態運用段階 運用方法
送気量（単位m3/分）

備考

第１段階 第２段階 第３段階

ダム湖巡視 2回/月 2回/週 2回/週

水質自動監視 常時 常時 常時

定期水質調査 1回/月 1回/月 1回/月

臨時水質調査 － 状況に応じ 1回/週



【参考】

■アオコとは

■曝気装置の目的・効果

水中の植物プランクトン（ラン藻類）が大量に増殖して水の表面が緑色の粉を吹いたようにな る

現象のことです。

富栄養化の進んだ全国の湖沼で見られます。

曝気装置の概要

下から空気を送り水温

の低い下層と水温の

高い上層を攪拌させ、

アオコの発生を抑制し

ます。

送気

稼働状況

ダム湖の表面水温が高くなる夏季に、植物プランクトンが異常増殖して発生するため、

曝気装置を稼働し、強制的に湖の水を循環させることで表面水温を下げ、「アオコ」の発

生を抑制する効果が期待できます。

田瀬ダムではこの対策により、平成２９年～令和４年はアオコの大規模な発生はしてお

りません。


